
主催：有限会社オフィスブレイン株式会社安全な介護

セミナーの概要

事例から学ぶ重大事故への対応策
－死亡事故などへの難しい対応－

介護事故の中でも、死亡や後遺障害などの重大な損害につながると、事故後の対応
は大変難しくなります。死亡事故の損害賠償金（大半が慰謝料）の相場は、1000万
～1500万ですから、キーパーソン以外の家族も黙っていません。事故の過失判断を
巡って争いになれば、最悪の場合訴訟に発展します。また、誤えんや溺水死亡事故で
は、警察が介入し業務上過失致死傷罪で刑事告訴されこともありますから、職員を守
る対応も重要になります。本セミナーでは、様々な重大事故の事例を通じて管理者や
法人本部が対応すべきポイントについて解説します。どんなに事故防止対策に熱心に
取り組んでも、重大事故は防げませんから対応の備えをお願いします。

介護施設・事業所のみなさまへ

セミナーに関するお問い合わせは

有限会社オフィスブレイン 事務局

mail:info@officen¥brain.co.jp TEL:011-207-2522

毎月開催無料セミナー zoomオンラインセミナー

■開催日時：10月4日13:30～15:00
（9月27日締め切り）

■講師：株式会社安全な介護 代表 山田滋
■受講方法：Zoomによるオンライン受講
■提供資料：テキスト（手持ち資料）・お役立ちツール
■申し込み方法：右記QRコードより申込フォームを入力。
又は、申込書にご記入のうえ、０１１－２０７－２５２３まで
FAXでのお申込みか、info@officebrain.co.jpまで
裏面必要事項を入力のうえ、メールでお申込みください。
後日、ZOOMのURLが届きます。

安全介護セミナー開催要領

申込フォーム

セミナー録画配信サービス付き

１．介護事故の賠償責任と訴訟に関する知識
・賠償責任の法的根拠 ・過失のある事故とはどんな事故か？
・賠償トラブルになりやすい３つのケース
２．重大事故が訴訟になるのはなぜか？
・重大事故で警戒すべき「訴訟になりやすい事故」
・こんな事故は過失とみなされる
３.事例で考える重大事故への対応策
①誤えん死亡事故の調査報告書を要求され提出せずに訴訟
②誤えん死亡事故直後に「施設の過失はない」と説明し訴訟
③誤えん発生時に十分な救命対応を行ったが訴訟を起こされた
⑤携帯にでるために浴室を離れ利用者が溺死し職員が刑事告訴
⑤浴槽で溺れかけて受診せずその後肺水腫で死亡し刑事告訴
⑥夜間ショートで行方不明の利用者を探さず凍死して訴訟
⑦行方不明事故の1カ月後に施設のすぐ近くで遺体発見
⑧デイの外出行事中に行方不明、4日後に発見され賠償請求
⑨誤薬発生後に看護師が経過観察、その後死亡で刑事責任
⑩軽度認知症のある利用者が3階の窓から転落して死亡
⑪軽度認知症の利用者が車椅子ごと階段から転落して死亡
⑫統合失調症の利用者の暴力行為で他の利用者を死亡させた
⑬軽度認知症の利用者が車椅子ごと階段から転落して死亡
⑭過失のある事故を放置して3年後に賠償請求された
⑮キーパーソンの長男に依存し過ぎて弟から訴訟を起こされた
※事例一覧はこちら➡http://tiny.cc/5grizz

管理者必見！

mailto:info@officebrain.co.jp
http://tiny.cc/5grizz


法人名 施設名

住 所 〒 電話番号

参加者名① 役 職

アドレス

参加者名② 役 職

アドレス

参加者名③ 役 職

アドレス

事例から学ぶ重大事故への対応策セミナー参加申込書

宛 先 令和 6年 月 日

有限会社オフィスブレイン
送付枚数：１枚（本紙のみ）

担当者：佐々木
ＦＡＸ番号：０１１－２０７－２５２３

※ 日付・下記をご記入の上、本紙のみご送信ください。

＜お客様情報のお取り扱いについて＞
ご記入いただきました内容は、オフィスブレインからの各種商品・サービスのご案内、及び各種情報提供・運営管理に活用させていただ
きますのでご了承ください。

必要事項

法人名・施設名・住所・電話番号・参加者名（複数で受ける場合は全員分）
・役職・E-mailとなっておりますのでよろしくお願いいたします


